
　

人
の
一
生
に
お
い
て
起
承
転
結
が
あ
る
。

私
に
お
い
て
転
結
は
自
ら
律
す
る
こ
と
の
出

来
る
大
切
な
時
期
で
あ
っ
た
。
転
の
時
代
は

大
学
院
に
進
ん
だ
頃
で
あ
る
。
大
学
生
時
代

『
源
氏
物
語
』
に
漫
然
と
憧
れ
、
夢
中
で
何

度
も
読
ん
で
い
た
。
そ
の
時
の
テ
キ
ス
ト
が

吉
澤
義
則
『
対
校
源
氏
物
語
新
釋
』
で
あ
っ

た
。『
湖
月
抄
』
と
河
内
本
を
対
校
し
た
も

の
で
、
初
心
者
の
私
に
は
有
難
い
も
の
で
あ

っ
た
。
良
い
テ
キ
ス
ト
が
多
く
出
版
さ
れ
て

い
る
が
、
今
で
も
親
近
感
を
も
っ
て
開
い
て

み
る
。
当
時
は
こ
と
ば
は
と
も
か
く
、
人
生

経
験
の
浅
い
私
に
は
『
源
氏
物
語
』
は
難
解

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
推
薦

し
て
く
れ
た
の
が
『
枕
草
子
』
で
有
名
な
楠

道
隆
教
授
で
あ
っ
た
。
卒
業
論
文
は
『
源
氏

物
語
』
で
あ
っ
た
が
、
釈
然
と
し
な
い
も
の

で
あ
っ
た
。
母
の
勧
め
で
大
学
院
に
学
び
、

こ
こ
で
和
漢
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
『
源
氏

物
語
』
の
研
究
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

の
時
の
指
導
教
官
が
都
立
大
学
の
西
尾
光
雄

教
授
で
あ
っ
た
。
神
戸
大
学
時
代
に
は
永
積

安
明
教
授
に
中
世
文
学
の
指
導
を
受
け
た
が
、

私
の
転
機
は
大
阪
市
立
大
学
か
ら
出
講
さ
れ

て
い
た
小
島
憲
之
教
授
の
上
代
文
学
の
講
義

で
ぼ
ん
や
り
悩
ん
で
い
た
私
は
衝
撃
を
受
け

る
の
で
あ
る
。
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
『
上

代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
』
上
（
昭
和
三
十

七
年
九
月
十
五
日
初
版
）
の
上
梓
で
あ
っ
た
。

時
に
私
は
二
十
五
歳
、
大
学
院
修
士
二
年
の

時
で
、
修
士
論
文
に
は
『
源
氏
物
語
引
歌

（
漢
詩
文
の
引
用
句
も
含
む
）
の
研
究
』
と

題
し
て
論
文
を
提
出
し
た
。
小
島
教
授
の
講

義
は
も
と
よ
り
、『
上
代
日
本
文
学
と
中
国

文
学
』
に
見
え
る
「
類
書
」
の
研
究
で
決
定

的
に
影
響
を
受
け
、
こ
れ
が
転
機
で
類
書
の

研
究
に
進
み
、
中
国
古
典
を
事
と
す
る
よ
う

に
な
る
。
孔
子
は
十
五
歳
に
し
て
学
に
志
し
、

三
十
歳
で
而
立
と
い
う
。『
礼
記
』
に
二
十

を
弱
と
い
い
冠
す
（
元
服
）
と
い
う
。「
弱

冠
と
曰
ふ
」
と
い
う
読
み
を
す
る
旧
い
読
み

も
あ
る
が
、「
弱
と
曰
ひ
冠
す
」
と
読
む
の

が
正
し
い
。
古
代
の
十
五
歳
は
今
の
二
十
歳

以
上
で
あ
ろ
う
か
ら
、
小
島
教
授
と
の
出
会

い
は
私
の
研
究
上
の
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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小
島
（
敬
称
略
、
以
下
同
じ
）
の
著
作
は

比
較
文
学
が
根
底
に
な
っ
て
い
る
が
、
私
は

特
に
第
一
篇
「
漢
籍
の
伝
来
」
の
第
四
章 

類
書
の
利
用
、（
一
）
類
書
の
伝
来
、　（
二
）

芸
文
類
聚
の
利
用
と
第
三
篇
「
日
本
書
紀
の

述
作
」
の
第
三
章　
（
五
）
日
本
書
紀
と
類
書

―
附
、
諸
書
と
の
関
係
―
に
強
い
影
響
を
受

け
た
。

　

序
説
第
一
章
、
本
書
の
態
度
及
び
そ
の
方

法
の
（
一
）「
上
代
文
学
の
範
囲
と
そ
の
特

色
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
い
が

引
用
し
て
お
こ
う
。

「
本
書
は
、
わ
が
上
代
人
の
生
ん
だ
文
学
を

異
国
文
学
特
に
中
国
文
学
と
の
関
連
に
於
て

考
察
し
よ
う
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
中
国

文
学
を
上
代
文
学
と
の
『
比
較
』
の
場
に
も

た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
代
文
学
の
研
究
、

そ
の
文
学
の
解
明
の
一
助
に
し
よ
う
と
意
図

す
る
も
の
で
あ
る
。『
比
較
』
は
、
両
者
間

の
甲
と
乙
（
複
数
を
さ
す
場
合
が
あ
る
）
と

の
『
く
ら
べ
合
せ
（
対
比
）』
で
あ
る
が
、

そ
の
包
含
す
る
概
念
は
必
ず
し
も
一
律
で
は

な
い
。
こ
こ
に
云
ふ
『
比
較
』
は
単
に
類
似

性
を
有
す
る
も
の
、
或
は
相
異
る
も
の
を
無

造
作
に
並
べ
て
相
互
を
較
べ
る
こ
と
で
は
な

い
。
そ
れ
は
異
国
文
学
（
異
国
の
個
人
或
は

時
代
、
集
団
の
文
学
）
と
の
間
に
、
時
間
的

時
代
的
に
み
て
上
下
前
後
関
係
な
ど
の
文
学

的
交
渉
を
も
ち
、
ま
た
同
一
基
盤
を
有
す
る
、

或
は
一
方
が
他
方
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
な

さ
れ
る
文
学
圏
に
於
て
の
、『
影
響
』
関
係

（
模
倣
、
借
用
利
用
な
ど
を
含
め
る
）
の
有

無
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
際
、『
比
較
』
は

『
影
響
』
関
係
を
是
認
し
て
始
め
て
可
能
と

な
る
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
、
上
代
人
の
表
現

の 
種 
（
表
現
材
）
の
中
に
異
国
文
学
的
要
素

た
ね

を
求
め
、
そ
の
由
来
を
究
明
し
、
異
国
的
な

材
料
を
わ
が
上
代
人
が
如
何
に
享
受
し
、
如

何
に
表
現
の
も
と
で
に
供
し
た
か
、
そ
の
影

響
関
係
（
逆
に
云
へ
ば
、
摂
取
享
受
状
態
）

を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
―
影
響
の
追
求
は
裏

返
せ
ば
、『
独
創
性
』
の
問
題
に
も
つ
ら
な

る
―
。
云
は
ば
、
比
較
文
学
的
方
法
の
側
、

特
に
『
出
典
論
』（
源
泉
論
）
の
立
場
に
於

て
考
察
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。
従
つ
て
本

書
に
於
て
は
、
上
代
文
学
の
固
有
の
要
素
と

み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
一
般
に
は
除
か
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
。
ま
だ
論
は
続
く
の
で
あ
る

が
、
こ
の
文
を
読
ん
で
も
な
か
な
か
理
解
で

き
な
い
と
思
う
。
私
は
こ
の
長
大
な
著
作
に

直
面
し
た
時
、
絶
望
的
困
難
を
感
じ
た
。
一

連
の
論
は
小
島
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

研
究
人
生
を
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
り
、
短
時

間
に
理
解
で
き
な
い
の
が
当
然
で
あ
る
。

　

私
は
始
め
て
こ
の
本
に
直
面
し
た
若
い
大

学
院
生
に
奨
め
た
い
。
論
文
に
引
用
さ
れ
た

日
中
の
資
料
を
一
つ
ず
つ
原
典
に
当
り
検
討

し
て
欲
し
い
。
私
も
院
生
の
頃
そ
れ
を
や
っ

た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
難
解
な
論
文

が
、
筆
者
の
執
筆
意
図
が
鮮
明
に
理
解
で
き
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る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
私
の
行
っ
た
手

法
を
第
三
篇　

日
本
書
紀
の
述
作
の
第
三
章 

出
典
考
の
一
部
（
三
四
三
頁
）
を
取
り
上
げ

て
み
よ
う
。『
日
本
書
紀
』
三
十
巻
は
奈
良

時
代
の
養
老
四
年
（
七
二
○
）
舎
人
親
王
に

よ
っ
て
撰
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
類

書
で
使
用
可
能
な
も
の
は
『
修
文
殿
御
覧
』

三
六
〇
巻
（
祖
� 
等
奉
勅
撰
、
北
斉
武
平
三

年
〈
五
七
二
〉
成
書
、
我
が
敏
達
元
年
）、

『
北
堂
書
鈔
』
一
六
○
巻
（
も
と
一
七
三
巻 

隋
・
虞
世
南
撰
）、『
芸
文
類
聚
』
一
〇
〇
巻

（
欧
陽
詢
奉
勅
撰
、
唐
・
高
祖
武
徳
七
年

〈
六
二
四
〉
成
書
、
我
が
推
古
三
十
二
年
）、

参
考
と
し
て
書
紀
成
立
以
後
の
『
初
学
記
』

三
十
巻
（
徐
堅
等
奉
勅
撰
、
唐
・
玄
宗
開
元

十
三
年
〈
七
二
五
〉
我
が
聖
武
二
年
）、『
太

平
御
覧
』
一
〇
〇
〇
巻
、
北
宋
・ 
李 
� 
 　
 
等
奉

り 
ほ
う

勅
撰
、
太
平
興
国
八
年
〈
九
八
三
〉
成
立
、

我
が
円
融
永
観
六
年
、
こ
の
年
『
類
聚
和
名

鈔
』
成
立
）
等
が
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』

は
道
長
が
所
持
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、

今
は
佚
文
を
伝
え
る
の
み
、『
芸
文
類
聚
』

の
よ
う
に
整
っ
た
類
書
で
は
な
い
が
、
俗
書

類
も
多
く
収
め
て
い
て
『
太
平
御
覧
』
に
一

部
吸
収
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
平
安
時
代
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

（
藤
原
佐
世
撰
、
宇
多
天
皇
の
寛
平
三
年

（
八
九
一
）
頃
の
成
立
）
に
著
録
さ
れ
た
類

書
は
あ
る
が
、
今
は
い
ず
れ
も
散
佚
し
て
い

る
。
当
時
も
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

史
書
の
中
で
は
『
史
記
』
一
三
〇
巻
（
前

漢
の
司
馬
遷
〈　

一
四
五
〜
八
六
年
？
〉
撰
、

BC

同
�
少
孫
補
）、『
漢
書
』
一
〇
〇
巻
（
後

漢
・
班
固
〈　

三
十
二
〜
九
十
二
年
〉
撰
）、

AD

『
後
漢
書
』
一
二
○
巻
（
本
紀
・
列
伝
は
南

朝
宋
の 
范
曄 
撰
、
志
は
晉
の
司
馬
彪
撰
、
元

は
ん
よ
う

嘉
九
年
〈
四
三
二
〉
成
立
）、『
晉
書
』
一
三

〇
巻
、
房
玄
齢
奉
勅
撰
、
唐
・
太
宗
貞
観
二

十
年
〈
六
四
六
〉
成
立
、
武
帝
紀
と
陸
機
・

王
羲
之
の
二
伝
は
太
宗
自
撰
）、『
宋
書
』
一

〇
〇
巻
、
沈
約
等
撰
、
南
朝
梁
・
永
明
六
年

〈
四
八
八
〉
成
立
）。
比
較
の
テ
キ
ス
ト
は
中

華
書
店
標
点
本
。

　

本
書
で
は
巻
廿
二
推
古
紀
よ
り
巻
三
十
持

統
紀
に
至
る
記
事
と
右
の
史
書
の
天
文
志
・

五
行
志
と
の
本
文
の
比
較
を
十
二
項
目
取
り

上
げ
て
比
較
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
部
を

検
証
し
て
み
よ
う
。

　
　

雹
零
、
大
如
二

桃
子
一

(2)
 

（
推
古
紀
三
四
年
）

雨
レ

雹
、
大
如
二

�
子
一

 

（
後
漢
書
五
行
志
）

○
『
後
漢
書
』
巻
十
五
、
五
行
志
「
和
帝
永

元
五
年
六
月
、
郡
国
三
タ
ビ

雨
レ

雹
、
大
如
二

� 
　

子
一

」
と
「
安
帝
永
初
元
年
、
雨
レ

雹
、
二

年
雨
レ

雹
、
大
如
二

� 
　

子
一

」。

○
『
初
学
記
』
巻
二

雹
「
�
子　

漢
書
曰
、
宣

帝
地
節
四
年
五
月
、
山
陽
済
陰
雨
レ

雹
如
二 

� 
　

子
一

。
…
如
二

桃
李
一　

風
俗
通
曰
、
…
後
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元
年
雨
レ

雹
如
桃
李
」
と
見
え
る
。『
太
平

御
覧
』
巻
十
四
、
雹
に
も
ほ
ぼ
同
じ
引
用
あ

り
。
今
本
の
『
風
俗
通
義
校
釈
』（
東
漢
・

応
劭
撰
、
呉
樹
平
校
釈
一
九
八
〇
・
九
刊
、

天
津
人
民
出
版
社
）
の
正
失
二
、「
孝
文
帝

　

文
帝
即
位
二
十
三
年
、
…
雨
レ

雹
如
二

桃

李
一

」
と
見
え
る
。
現
行
本
の
『
漢
書
』
に

は
見
え
ぬ
が
、
書
紀
の
撰
者
は
『
初
学
記
』

や
『
太
平
御
覧
』
引
用
の
『
風
俗
通
義
』
の

本
文
に
近
い
も
の
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

「
桃
李
」
は
桃
や
李
の
子
（
実
）
で
あ
る
。

　

眈　

是
天
狗
也
、
其
吠
声
似
レ

雷

 

（
舒
明
紀
九
年
）

天
鼓
有
レ

音
、
如
レ

雷
非
レ

雷　

天
狗
、

状
如
二

大
流
星
一
レ

 

（
二
例
、
漢
書
天
文
志
）

○
『
史
記
』
巻
二
十
七
、
天
官
書
「
天
鼓
有

レ

音
」、
如
レ

雷
非
レ

雷
、
…
天
狗
状
如
二

大
奔

星
一

、
有
レ

声
、
其
下
止
レ

地
」

○
『
太
平
御
覧
』
八
七
五
咎
徴
部
、
天
狗

「
漢
書
、
哀
帝
建
平
元
年
正
月
、
日
出
時
、

有
レ

物
着
レ

天
、
白
広
如
二

一
疋
布
一

、
長
四

丈
余
、
西
南
行
、
声
如
レ 
　
 

雷
、
一
刻
止
、
名

曰
二

天
狗
一

」
と
あ
り
、
今
本
の
『
漢
書
』

に
は
こ
の
本
文
は
見
え
ぬ
が
、
書
紀
の
撰
者

は
『
修
文
殿
御
覧
』
の
如
き
類
書
を
見
た
可

能
性
が
あ
る
。
②
の
例
も
そ
の
可
能
性
は
あ

る
が
、
本
文
を
佚
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

新
発
見
し
な
い
限
り
、
憶
測
に
止
る
。

　

盻　

声
似
レ

雷
（
舒
明
紀
九
年
）

　
　
　

音
如
二

雷
声
一
（
後
漢
書
天
文
志
）

　

眇　

無
レ

雲
而
雷  
（
舒
明
紀
十
一
年
）

　
　
　

無
レ

雲
而
雷  
（
後
漢
書
巻
九
）

○
『
後
漢
書
』
天
文
志
上
「
光
武
建
武
十
年

十
二
月
己
亥
…
有
レ

声
、
隠
隠
如
レ

雷
。
…

有
レ

声
如
レ

雷
隠
隠
者
、
兵
将
怒
レ

之
徴
也
」

　
　
『
後
漢
書
』
五
行
志
「
獻
帝
初
平
三
年
五

月
丙
申
、
無
レ

雲
而
雷
、
四
年
五
月
癸
酉
、

無
レ

雲
而
雷
」

　
　
『
晉
書
』
五
行
志
下
「
鼓
妖
、
孝
武
太
元

十
五
年
三
月
己
酉
朔
、
東
北
方
有
レ

声
如
レ

雷
、
案
二

劉
向
説
一

…
無
レ

雲
而
雷
」（『
宋

書
』
五
行
志
、
鼓
妖
に
も
『
晉
書
』
と
同
一

文
あ
り
。）

 　
『
太
平
御
覧
』
巻
八
七
四
、 
咎  
徴 
（
災
い

き
う 
ち
よ
う

の
き
ざ
し
）
天
鳴
「
晉
書
、
武
帝
末
、
天
東

有
レ

声
如
レ

雷
」、
同
天
狗
「
占
曰
、
…
一
曰
、

流
声
有
レ

声
如
レ

雷
下
二
地
中
、
一
曰
、
無
レ

雲
而
雷
、
後
漢
光
武
建
武
十
一
年
春
、
…
有

レ

声
如
レ

雷
」
と
。
こ
れ
は
声
と
す
る
本
文

と
音
と
す
る
本
文
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
小
島

の
引
い
た
『
後
漢
書
』
の
本
文
が
音
と
な
っ

て
い
る
と
す
る
と
、『
後
漢
書
』
の
諸
本
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
舒
明
紀
は

『
宋
書
』
か
『
晉
書
』
の
本
文
を
見
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
盻
と
眇
が
同
じ
と
こ
ろ
に
見

え
る
の
も
偶
然
で
は
な
い
。

　

少
い
例
を
比
較
検
討
し
て
も
考
え
な
く
て

は
な
ら
ぬ
課
題
は
多
い
。
書
紀
の
撰
者
が
、

漢
籍
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
を
知
る
こ
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と
が
重
要
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
も
出
来
得
る

限
り
編
纂
当
時
に
近
い
も
の
を
探
り
当
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
今
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
発
達
し
、
そ
の
ソ
フ
ト
も
『
四
庫
全

書
』
や
『
古
今
図
書
集
成
』
の
全
用
語
が
た

ち
ど
こ
ろ
に
検
索
し
得
る
が
、
諸
本
の
比
較

検
討
は
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
類
書
の

性
格
も
本
書
で
は
精
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
修
文
殿
御
覧
』
三
六
○
巻
は
撰
者
の
祖
�

が
良
く
言
わ
れ
な
い
の
は
多
く
の
先
行
の
類

書
を
無
批
判
に
取
り
込
み
、
雑
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
類
書
は
本
来
先
行
の
類
書
を

取
捨
吸
収
し
て
出
来
上
っ
て
い
る
の
だ
か
ら

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
し
非
難
さ
れ
る
と

し
た
ら
、
大
冊
で
あ
る
が
、
後
の
総
合
類
書

の
よ
う
に
経
史
子
を
先
に
集
部
を
後
に
置
き

整
備
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
『
芸
文
類
聚
』
一
〇
〇
巻
が
出
現
す
る

ま
で
は
珍
重
さ
れ
、
読
む
類
書
と
し
て
も
南

北
朝
類
書
の
白
眉
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
隋

末
唐
初
の
虞
世
南
撰
に
な
る
『
北
堂
書
鈔
』

一
六
○
巻
は
明
鈔
本
が
伝
わ
る
も
、
古
鈔
本

が
な
く
、
地
理
や
動
植
等
の
部
や
集
部
も
設

け
ず
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
。
利
点
で
も
欠

点
で
も
あ
る
。
例
え
ば
天
部
の
雹
で
は
「
雹
、

雨
氷
也
説
文
云
雹
、
雨
氷
也

」
と
か
帝
王
総
載
で
は

「
堯
眉
八
彩
」
と
か
短
句
を
設
け
検
索
の
便

を
計
る
が
、
こ
れ
で
書
紀
の
文
を
述
作
す
る

に
は
不
足
で
あ
る
。『
芸
文
類
聚
』
に
至
り
、

文
を
述
作
す
る
に
適
切
な
体
裁
を
備
え
、
一

〇
〇
巻
は
使
い
易
い
巻
数
で
あ
っ
て
、
書
紀

述
作
に
多
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
初

学
記
』
三
十
巻
は
書
紀
述
作
の
時
代
に
は
伝

来
し
て
い
な
い
が
、
書
鈔
の
小
見
出
し
方
式

「
事
対
」
と
類
聚
の
集
を
後
に
附
す
方
法
が

採
用
さ
れ
、
頭
に
「
叙
事
」
を
設
け
主
要
な

書
を
並
べ
、「
事
対
」
に
お
い
て
も
「
雕
竜 

画
虎
」
の
よ
う
に
対
句
を
設
け
、
長
過
ぎ
な

い
適
切
な
文
を
注
記
し
て
い
る
。
玄
宗
皇
帝

の
皇
子
の
教
育
用
に
作
ら
れ
た
本
書
は
巻
数

こ
そ
三
十
巻
で
は
あ
る
が
、
類
書
と
し
て
よ

く
整
っ
て
い
る
。『
太
平
御
覧
』
一
〇
〇
〇

巻
は
北
宋
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
に

成
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
修
文
殿
御
覧
』

と
同
じ
く
皇
帝
が
毎
日
読
む
た
め
に
作
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
述
作
に
適
し
た
分
量
で
は

な
い
。
た
だ
後
世
で
は
多
く
の
散
佚
資
料
を

含
む
本
書
は
極
め
て
有
益
で
あ
る
。
類
聚
や

こ
れ
以
前
に
な
い
小
項
目
を
設
け
て
い
る
の

も
便
利
で
あ
り
、
書
紀
に
使
わ
れ
た
書
籍
を

確
認
す
る
補
助
資
料
と
し
て
有
益
で
あ
る
。

　

小
島
の
論
は
原
本
で
読
ん
で
も
ら
い
、
私

が
、
こ
の
論
で
い
か
に
啓
発
さ
れ
、
研
究
し

た
か
を
紹
介
す
る
方
が
意
義
あ
り
と
考
え
紹

介
す
る
。

　

私
は
小
島
の
研
究
に
触
発
さ
れ
て
類
書
に

の
め
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
類
書
と

は
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
の
定
義
が
必
要
で

あ
る
。
小
島
は
第
一
篇
第
四
章
、（
一
）
類

書
の
伝
来
に
於
い
て
「
類
書
は
経
史
子
集
の
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事
物
を
類
別
し
て
一
類
と
な
す
も
の
で
あ
り
、

諸
書
よ
り
同
じ
部
類
に
属
す
る
記
事
（
詩
賦

な
ど
を
も
含
む
）
を
集
め
て
編
纂
し
た
も
の

で
あ
る
」
と
す
る
。
類
書
に
つ
い
て
の
書
誌

や
評
価
を
最
初
に
適
格
に
行
っ
た
の
は
『
芸

文
類
聚
』
の
編
纂
者
で
あ
る
欧
陽
詢
の
「
芸

文
類
聚
序
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
書
が
成
書

し
た
時
は
す
で
に
述
べ
た
唐
の
高
祖
武
徳
七

年
（　

六
二
四
）、
我
が
推
古
三
十
二
年
で

AD

あ
る
。
聖
徳
太
子
の
死
が
推
古
二
十
二
年

（
六
二
二
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
（
太
子
の

存
在
を
疑
う
説
も
あ
る
が
）、
太
子
の
憲
法

十
七
条
よ
り
遅
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序

を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

一
、
九
流
（
漢
書
芸
文
志
の
説
。
儒
家
者

流
・
道
家
者
流
・
陰
陽
家
者
流
・
法
家
者

流
・
名
家
者
流
・
墨
家
者
流
・
縦
横
家
者

流
・
雑
家
者
流
・
農
家
者
流
の
九
流
）
百
氏

（
諸
子
百
家
を
指
す
）
が
説
を
そ
れ
ぞ
れ
立

て
て
同
じ
で
な
い
。

　

二
、
書
物
が
多
過
ぎ
て
、
物
事
の
根
源
を

尋
求
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

　

右
の
二
点
が
『
芸
文
類
聚
』
編
纂
の
理
由

で
あ
り
、
そ
こ
で
、
書
物
の
菁
華
を
摘
出
し
、

要
点
を
採
用
せ
ん
と
思
い
、
天
下
に
書
物
を

求
め
た
。
幸
い
世
治
り
、
文
運
が
盛
ん
に
な

っ
た
の
で
、
先
人
が
綴
り
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
述
べ
、
流
れ
に
文
を
別
け
選
ん
だ

も
の
か
ら
、
専
ら
そ
の
文
を
取
っ
た
。『
皇

覧
』
や
『
華
林
�
略
』
は
原
本
か
ら
選
択
せ

ず
に
事
柄
を
そ
の
ま
ま
書
い
て
い
る
の
で
、

検
索
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
詔
が
下
り
、

事
と
文
を
撰
ぶ
こ
と
に
な
り
、
浮
雑
な
文
は

棄
て
、
冗
長
な
部
分
を
切
り
捨
て
、
金
箱
玉

印
の
如
き
文
を
類
に
従
っ
て 
比 
び
、『
芸
文

え
ら

類
聚
』
一
百
巻
と
号
し
た
。
事
迹
で
文
に
出

て
い
る
も
の
は
捨
て
な
い
よ
う
に
つ
と
め
た
。

故
に
事
迹
は
前
に
置
き
文
は
後
に
し
た
。
こ

の
書
の
効
用
は
覧
る
者
に
は
た
や
す
く
典
拠

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
文
を
作
る
者
に
は
典

拠
の
利
用
を
助
け
る
。
こ
の
書
に
よ
っ
て
古

今
の
憲
章
、
墳
典
を
ほ
ど
よ
く
ま
ぜ
あ
わ
せ

理
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
序
で
『
皇
覧
』（
一
二
〇
巻
）
や

『
華
林
�
略
』（
六
二
〇
巻
）
は
見
え
る
が

『
修
文
殿
御
覧
』（
三
六
〇
巻
）
の
名
が
見
え

ぬ
の
は
、
御
覧
を
類
聚
は
見
な
か
っ
た
と
考

え
る
。
類
聚
前
の
諸
書
は
い
ず
れ
も
巻
数
が

多
い
の
は
、
類
聚
が
内
容
を
取
捨
選
択
し
、

文
も
整
理
し
た
も
の
で
、
あ
る
意
味
で
は
現

代
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
原
文
通
り
で
な
い
と

い
う
欠
点
も
認
め
ら
れ
る
。

　

類
書
の
性
格
に
つ
い
て
清
朝
に
成
書
し
た

『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
三
五
、
子
部

四
十
五
類
書
の
序
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う

な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

�イ
 
　

類
書
の
始
め
は
（
魏
）
の
『
皇
覧
』

（
今
は
散
佚
し
て
い
て
『
芸
文
類
聚
』
等
に

佚
文
が
あ
る
）
で
あ
る
。

　

�ロ
 
　

類
書
は
経
史
子
集
（
書
物
の
四
部
分
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類
）
に
ま
た
が
る
著
作
か
ら
類
に
従
っ
て
文

例
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

�ハ
 
　

故
事
の
検
索
や
、
本
の
注
釈
に
役
立

つ
文
範
で
あ
る
。

　

�ニ
 
　

類
書
の
お
か
げ
で
、
散
佚
し
た
古
い

文
章
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�ホ
 
　

弊
害
と
し
て
安
易
無
批
判
に
文
章
の

孫
引
き
を
し
た
り
、
そ
の
た
め
堅
実
な
学
問

を
し
な
く
な
る
と
。
小
島
は
�イ
 

－

�ホ
 

の
得
失

を
吟
味
し
て
類
書
の
利
用
を
考
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

私
は
小
島
論
文
に
触
発
さ
れ
類
書
研
究
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
最
初
に
手
懸
け
た
の
が

『
古
今
図
書
集
成
』
一
〇
〇
〇
〇
巻
の
引
書

目
録
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
任
校
桜
美
林
大

学
時
代
に
始
め
た
が
、「
暦
象
彙
編
乾
象
典
」

上
中
下
三
冊
で
中
断
し
て
い
る
。
こ
れ
に
併

せ
集
成
の
中
の
本
文
を
読
み
解
く
試
み
も
始

め
た
。
目
録
作
製
に
当
り
学
生
達
が
資
金
カ

ン
パ
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
激
し
た
。
次
い

で
「
類
書
の
研
究
序
説
（
一
）

－
魏
晋
六
朝

唐
代
類
書
略
史

－

」（「
成
城
国
文
学
論
集
」

十
輯
一
九
七
八
年
）、
同
二
「

－

五
代
十
国

宋
代
類
書
略
史

－
」（
同
論
集
十
一
輯
一
九

七
九
年
）、
同
三
「
五
代
十
国
宋
代
類
書
略

史
承
前

－
十
二
輯
一
九
八
〇
年
」
を
書
き
、

続
い
て
応
用
編
と
し
て
『
百
詠
和
歌
注
』
を

著
す
。
こ
の
書
は
『
芸
文
類
聚
』
等
類
書
を

用
い
た
。「
李
�
百
廿
詠
注
」（
乾
象
十
首
）

も
類
書
を
用
い
、
百
廿
詠
の
古
鈔
本
か
ら
近

世
の
諸
本
と
そ
の
序
本
に
な
っ
た
『
全
唐

詩
』
の
本
文
を
対
比
し
て
研
究
し
た
。『
全

唐
詩
』
は
権
威
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、

唐
代
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
異
同
多
く
、

古
鈔
本
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を

知
る
。

　

そ
の
後
、『
蒙
求
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』

等
の
研
究
を
し
た
が
、
小
島
論
文
に
す
べ
て

出
発
点
を
持
っ
て
い
る
。
今
は
亡
き
先
生
に

感
謝
し
て
、
筆
を
擱
く
。

（
と
ち
お
・
た
け
し　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）
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